
第1885回 2019.11.12

●司　　会　　　　　　Ｓ.Ａ.Ａ　岩部　雅人君
●ソングリーダー　　　　　　　 岩部　雅人君
●ロータリーソング　　「我等の生業」
●今月の歌　　　　　　「想い出のアルバム」
●ピアノ　　　　　　　中田　美由紀さん
●ゲスト
2019-2020年度南尾張分区 I.M実行委員長　竹内　俊介君
2019-2020年度南尾張分区 I.M実行委員　　古市　晃久君

（会長挨拶）　　　　　　　　　　会長　近藤　敏通君
　挨拶文はホームページの会報で閲覧できます。
●出席委員会
　第1885回例会　11月12日（火）　天気（晴）
　本日の例会は27名の出席にて、出席率は79.41％です。
なお、前々回は７名のメーキャップにて100％に訂正　
します。
●Smiling Box
近藤　敏通君　本日卓話です。皆様よろしくお願いしま

す。
石川　信行君　半田、半田南ロータリー合同ゴルフコン

ペは、（９位）でしたが半田南のコンペで
久しぶりに（優勝）です。長期にわたり罰
金を払いつづけてハンデキャップ３０頂
きました。素晴らしい天候と楽しいメン
バーに恵まれたおかげだと思っています。
ちなみに半田からは山﨑正夫さん（優勝）
榊原敦史さん（11位）当クラブから堀田
敏行さん（５位）でした。皆さんには大変
お世話になり、ありがとうございました。
（追伸）先日の天皇、皇后様のパレードを
テレビで拝見させていただきました。す
ごく感動しました。日本の良き未来が見
えたような気がします。

川澄　哲裕君　今月も中ばになりました。会員増強活動
を継続して目標を達成しましょう。本日、
新会員研修会が行われます。ロータリー
クラブの事を知る機会にして下さい。

河合　英樹君　本日は急きょ卓話を担当します。宜しく
お願い致します。

伊藤　亜樹君　本日、新人研修会後の懇親会は、黒牛の里
クラシティです。宜しくお願いします。

早退します。　榊原　　肇君
　　　　　　　　　　　　　　　合計６名　　11,000円
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会 長 挨 拶会 長 挨 拶

（次回例会）
第1887回例会　名北RC夜間合同例会
11月27日(水)　  於：志ら玉

次回の例会次回の例会

演　題　「自己紹介」

会長　近藤　敏通君 幹事　河合　英樹君

I.M実行委員長　竹内　俊介君
I.M実行委員　　古市　晃久君



第 15 回   会  長  挨  拶 

２０１９/１１/１３ 

半田南ロータリークラブ会長  近 藤 敏 通 

 

『地区大会』 

 

○ 昨日１１月１１日は中国では「独身者の日」で大セールが行われました。 

起源は古くなく、ウィキペディアによれば１９９３年という。２６年前南京大学の

学生たちが「１」が連続しているから始めたそうだ。 

しかしその規模にびっくり。アリババ集団だけで１分間で１５００億円を売上げた

とか。一日だけの売上で４兆円を計上したとか。トヨタで年間３０兆円、デンソー

で５兆円、ユニクロで２兆円、大丸松坂屋で１兆円というからその金額のでかさに

腰を抜かす。中国の人口が約１３億人、日本の１０倍。やはり人口が多いというこ

とはすごいことだとあらためて思い知らされた。 

○ さて、先週の土日はホテルナゴヤキャッスルで地区大会が行われました。佐藤ＲＩ

会長代理・伊藤ガバナー補佐が会員増強について熱く語っておられました。 

会員増員については、①３年未満の会員の退会防止、②会員の年齢構成からして、

団塊世代の子供の世代の入会促進、③女性会員の比率が低いので女性会員の入会促

進、が重要。その為には例会の在り方を変えてもよい。例えば昼間の例会だけでは

なく夜間や早朝での開催であったり、インターネットを利用する e クラブであって

もよい。例会の回数もメークアップの方法も各クラブで革新的にかつ柔軟に対応し

てくださいと語っておられました。環境変化に対応できず衰退したコダック社と、

パソコンからスマホに切り替え蘇ったアップル社を比較されておられました。 

○ 記念講演では、前大阪府知事・前大阪市長 橋下徹氏の話がありました。内容は大

阪の復活。都市としての魅力を増やす。その為には利便性を高める必要がある。し

かしそこに立ちはだかる大阪府と大阪市の壁の存在。例として鉄道網と道路網。例

えば大阪市営地下鉄の延伸が進まない、環状道路ができない、大阪駅の周辺の開発

が進まない、等々。橋下氏はその原因が府と市の二重構造にあると考え、そこにメ

スを入れた。そのために府と市の上部組織として大阪維新の会を置きかつ市の下に

府を置く形を整えた。そしてＩＲ誘致を掲げ、大阪万博の誘致成功、夢洲の開発、

うめきた２期開発に着手した。その結果地下鉄と私鉄の結合、関空から大阪都心ま

での高速鉄道を実現することができた、という内容であった。将来を見据えた組織

の作り方の重要性を改めて再認識した次第である。 


